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〈幼児教育振興会とは…〉

幼児教育振興会は、国立大学附属校だからこそ存在する会です。本園は国立大学法人
大阪教育大学附属の幼稚園であり、大学からの運営費により運営されています。しかし
ながら、その予算は公立校平均を下回っており、それだけでは現在の教育環境を維持す
ることが難しいのが現実です。そのため、振興会が保護者の窓口となり、運営費用（教
育費）を確保し、資金面で園の教育環境を整えています。在園児保護者（特別会員）と
これまでに修了した修了生（正会員）の会員で成り立っています。

〈一般会計（会費）とは…〉

本会運営や事業推進、正会員・特別会員の
教養を高めるため、幼児の安全管理のため等
に使わせていただきます。主に、会員の方へ
のお手紙の郵送料、幼児教育振興会会員懇親
会の一部費用、ホームページ維持費、おすも
う会謝礼などです。

〈寄附会計とは…〉

幼稚園全体の環境整備、幼児のため、
研究のために使わせていただきます。
昨年度は寄附会計より、南庭の総合

遊具、遊戯室のアンプを寄附しました。

令和5年9月20日までにお預かりした寄附会計をご報告申し上げます。
寄附会計 合計 5,844,000円です。

今年度も、たくさんの方にご寄附をいただき、感謝申し上げます。
幼稚園のために、大切に使わせていただきます。

暑くて長かった今年の夏も終わり、実りの季節がやってきました。会員の皆様におか
れましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。日頃は本会の活動にご理解ご協力を
賜り、誠にありがとうございます。
昨年度の130周年では、多くの会員の皆様からのご寄附をいただき、共にお祝いできま

したこと、心より嬉しく、御礼申し上げます。遙か明治時代より紡がれてきた歴史と、そ
の時々の先人の方々が子どもたちを思う心とご尽力に思いを馳せ、今もこうして支え続け
てくださる会員の皆様がいらっしゃることに、改めて深い感謝と尊敬を捧げます。
今年度は、140周年に向けての、第一歩となる年です。新型コロナウイルス感染症もよ

うやく5類移行となり、幼稚園でも春にヤギのみるくちゃんの赤ちゃんの“くるみちゃん”
が生まれるなど新しい風が吹いているように感じられます。
振興会では、 別紙ご案内のとおり、4年ぶりに会員懇親会を遊戯室で開催することとな

りました。日頃から幼稚園や子どもたちを支えてくださる皆様方と、今後も続いていく未
来を思いながら集えるひとときを分かち合いたいと思います。多くの皆様のご来園をお待
ちしております。
今後とも末永くご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

幼児教育振興会会長 福溪亜矢子



「ぼうさいたいけんかい」のご報告

★防災クイズ★
子どもたちに実際の防災グッズ
を見てもらい、必要なものを当
ててもらうクイズ。見たことが
あったり、家にあるものもあっ
て、楽しそう。

★消防車見学★
間近で消防車を見て、実際に
消防車に乗ることができて、
消防士さんになった気分

★毛布で担架★
毛布を持ち上げなくても、引
きずることで、子ども達の力
でも、重い物資や大人を移動
させることができます。

★ひらちゃん音頭★
平野区のマスコット「ひら
ちゃん」登場に子どもたちも
興奮。ひらちゃん大人気

★紙食器づくり★
新聞紙を利用して食器になる
ことを知ってもらえました。
新聞紙以外でも作れるよ♪

★水消火器で的当て★
スタートの合図で水消火器で
一斉に放水をし、炎のパネル
をひっくり返していきます。
夢中で放水していました。

9月13日、年長児を対象とした「ぼうさいたいけんかい」を開催しました。このイベント
は、遊びを通じて子どもたちに防災を知ってもらいたいという思いから、5か所のブースを
体験してもらいました。また、平野消防署の煙テント、幼稚園の簡易トイレもどのようなも
のか見て体験してもらいました。当日は暑い中、ボランティアに応募してくださった保護者
の皆さんや平野消防署のご協力のもと、短時間に盛りだくさんの内容を子どもたちは笑顔
いっぱいで楽しく体験してくれました。

★煙テント★
煙で前が見えない中、どこをどんな風に動
けばいいのか、消防隊員さんのレクチャー
に真剣に耳を傾け、取り組んでいました。

★非常用トイレ見学★
降園時に保護者と一緒に見学しました。
実際に座ってみたり、想像を働かせて、
真剣に検証している様子が見られました。

〈編集後記〉
マスクを外しての活動ができるようになり、子どもたちの喜怒哀楽の表情を見ることができる日が来て、大

変嬉しく思います。これからも幼児教育振興会は、今の子どもたち、未来の子どもたちのために、会員の皆様
と共に出来ることを支援してまいりたいと思います。記事掲載にあたり、ご協力いただいた方々ありがとうご
ざいました。感謝申し上げます。

大阪教育大学附属幼稚園幼児教育振興会
福溪 亜矢子・田中 恵里・岡部 香織・牧之瀬 武史・二宮 佳奈・末吉 伸子・和田 真紀子
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春の気配がそこかしこに感じられる今日この頃、会員の皆様におかれましては、ますますご清栄

のこととお喜び申し上げます。皆様のご協力をいただき、今年度も無事に、幼稚園を支える活動を
全うすることができました。厚くお礼申し上げます。

今年度は、コロナウイルス感染症が五類移行となり、話し合いを重ねながら、少しずつ行事など
も復活することができました。会員同士の絆を深めるための懇親会や、日本の伝統を子どもたちに
感じてもらうお相撲会は、数年ぶりの開催となりました。おかげさまで、多くの参加者の方や子ど
もたちから、ご好評をいただき、私たちも改めて、ただ漫然と活動するのではなく、子どもたちや
園のためにとは、どういうことか、向き合うことができたように思います。開催にあたり、多大な
ご協力をいただきました会員の皆様には、改めてお礼申し上げます。

同封させていただきましたマグネットは、昨年の春に生まれた子ヤギのクルミちゃんと、母ヤギ
のミルクちゃんの写真をもとに製作しました。振興会も、この親子のように、園や子どもたちに寄
り添いながら、歩んでいきたいと思います。皆様への感謝と、これからもよろしくの思いを込めて、
ささやかですが、お贈りいたします。

これからも振興会は、今と未来の子どもたちのため、真摯に活動していきたいと思っておりま
す。皆様の変わらぬご協力を、どうぞよろしくお願い申し上げます。

幼児教育振興会会長 福溪 亜矢子

令和6年3月吉日
発行：大阪教育大学附属幼稚園幼児教育振興会

令和5年12月5日、大阪教育大学附属幼稚園の遊戯室にて4年ぶりに会員懇親会を開催しました。

≪1部≫

講師に劇団四季の牧貴美子様をお迎えして、「夢をカタチに～憧れを追い続けて～」と題しまして、
前半は園児も一緒に参加して、園児も知ってる歌を優しい笑顔と歌声で披露してくださいました。園児
も一緒に歌うことで緊張もほぐれ、牧様の笑顔に大人もついつい笑顔になり一緒に歌ってしまうほど楽
しい時間を過ごしていました。後半は、大人向けの歌と講演をしてくださいました。牧様の素晴らしい
歌声と声量に魅了され、夢の世界に引き込まれる心地がいたしました。講演では、牧様の子ども時代の
こと、学生時代のこと、劇団四季でのことなど様々なお話をしてくださいました。また、素晴らしい歌
声を出すために日々努力されていることなどを伺うことができ、大変充実した講演会でした。

園児も参加

振興会会長挨拶

PTA会長挨拶 花束を持って記念撮影

幼児教育振興会会員懇親会

素敵な笑顔の牧様
≪第2部≫

飲み物とお菓子を食べながら保護者同士の談笑の時間を設けつつ、お話クラブ＆音楽クラブ＆手話
クラブによる合同のクラブ発表を行っていただきました。音楽クラブの歌う歌と共に手話クラブの手
話を取り入れたり、歌と歌の間にお話クラブによる素敵な朗読もあり、スライドも流れて、感動で涙
ぐむ保護者の方もいらっしゃいました。少しでもホッとできる時間を過ごせたのではないでしょうか。

園長挨拶 保護者同士の歓談



マグネット同封のお知らせ

編集後記
今年度は、様々な行事を復活させることができました。園児一人一人の笑顔と元気な声が響き渡

る幼稚園。皆様にご協力いただきながら、一年間活動できましたことを感謝申し上げます。これか
らも幼児教育振興会は、園児のために皆様と共に支援してまいります。

幼児教育振興会
福溪 亜矢子、岡部 香織、田中 恵里、末吉 伸子、和田 真紀子、二宮 佳奈、牧之瀬 武史

今年度も会員の皆様には多くのご寄附を賜りましたことを深く御礼申し上げます。 

今年度は、幼稚園で新しい命が誕生しました。ヤギの「ミルクちゃん」がオスの
ヤギの「クルミちゃん」を出産しました。そんなミルクちゃんとクルミちゃんのと
ても可愛らしいベストショットを今年度はマグネットにしました。会員の皆様に日
頃の感謝を込めて同封させていただきますので、ぜひお使いください。

大阪教育大学附属幼稚園は、11校園の中で唯一の幼稚園です。自然豊かな素晴
らしい環境の下で、子どもたちがのびのびと思いきり遊ぶことができる幼稚園を維
持していくため、これからも皆様の温かいご支援をどうぞよろしくお願い致します。

4年ぶりに「おすもう会」が復活しました。附属幼稚園の「おすもう会」は、昔から続く伝統行事の
ひとつで、土俵を作りすもうをします。実際に大嶽部屋から2人の力士の方をお招きして、子どもたち
と交流をしました。力士の本物の「しこ」を見て、子どもたちも負けずに「よいしょ・よいしょ」と
言いながら「しこ」を踏んだり、技を教えていただきました。また、子どもたちと先生やPTA会長や
振興会役員が取り組みをして、すもうの楽しさを体験することができました。また、おすもう会の後
は、力士の方と年長児が一緒に遊び、楽しい時間を過ごしました。子どもたちにとって貴重な経験が
できたのではないでしょうか。

保護者によるクラブ発表

おすもう会

大人数での集まりが自粛され、なかなか開催できなかった懇親会を今年度復活させることができまし
た。多くの方々にご出席いただけたことを大変嬉しく思っております。学年を超えて保護者間での懇親
の場を設けることができ、皆様と共に時間を共有できたことで、大変有意義な会になりました。ご出席
くださいました方々、ご準備にご尽力いただきました方々に感謝申し上げます。また、これからも懇親
会を継続していけますことを心より願っております。
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